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1. はじめに
2020年の東京オリンピック開催が確定した 2013年以降,

訪日外国人は急増しており,観光情報の配信手段を充実さ
せる必要がある [1]. 多様化する観光客のニーズに応える
ためには, バラエティに富んだ情報の発信が必要であるた
め, Twitter[2]上の情報を利用した検索・推薦システムは
有効である.しかし, Tweetのような自然言語でかかれた
非構造データから，情報提示に必要な，日時，場所，イベ
ント名の情報を綺麗 に抜き出すことは困難であるため, 本
稿では, この課題に取り組み, Twitterから広く大小様々な
イベントを取得する. そして,「その場」「その時」に観光
者などが利用出来るようインバウンド対応でタイムリーに
配信するシステムを提案する.

2. 提案システム
提案システムの概要を図 1に示す．本システムの詳細に

ついては [6]で議論されている.

図 1: 提案システムの概要

1. ツイートの抽出

Twitter API[3]のキーワード検索で地名をキーワード
に設定し,地名に紐付いたツイートを収集

2. イベントに関するツイートを取得

イベント情報を含むツイートか判別

3. イベント情報の抽出とカテゴリ分類

(1). ツイート本文を解析し, イベントの開催日時を取得
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ローカルイベントには, 1日だけ開催されるイベント
と,数日から数ヶ月などの長期間にわたって開催され
るイベントがある. そこで, 提案システムでは, 1日
だけ開催されるイベントと長期間にわたって開催され
るイベントを区別し,別の処理を行うことで, 正確な
イベント開催日を取得することにした. イベント開催
日は複数の正規表現を使用して取得する. 長期間にわ
たって開催されるイベントは, ○/○～○/○”,”○/○
から○/○まで”, ”○年○月○日-○日” のような記載
を取得し, イベントの開始日と終了日を特定する. 1

日だけ開催されるイベントの場合は, 日付の記載を使
用して取得し開始日と終了日に同じ日付を保持する.

時間についても正規表現を使用して, 時間に関する表
記が含まれているかどうかを判別する. 上述の処理を
行い, 日付と時間がツイート本文に含まれているもの
のみを抽出する.

(2). ツイート本文を解析し, イベントの開催場所を取得

キーワード検索で設定した地名は,山手線の駅名, 東
京 23区の地名等の粒度が非常に大きな地名であるた
め, これらをイベント開催地として使用するのは望ま
しくない.そこで, 東京 23区内のアミューズメント施
設, ミュージアム, ショッピング施設, エンターテイン
メント施設, 温泉, 劇場, ホールを東京ウォーカー [4]

とナビタイム [5] から抜粋しイベントスポット辞書を
作成した. 辞書に登録されたスポットの記載がツイー
トにある場合は, そのスポットをイベント開催地とし
て JSON ファイルに保持する. また，イベント開催
地の住所がテキストに記載されている場合は，正規表
現を使用して住所を取得し, 保持する. 上述のどちら
も記載されていない場合は, キーワード検索で設定し
た地名を保持する.

(3). イベント名を取得

ツイートのような非構造化データにおいて, 記述があ
る程度形式化された日時などの情報は,正規表現を使
用して自動的に抽出することが可能であるが,「イベ
ント名」のような形式の定まっていない記述は,自動
的に抽出することが困難である.そこで,本研究では,

外部情報を用いた情報補足手法を使用している [8].

(4). ランダムフォレストを用いてカテゴリ分類

カテゴリ分類を行い抽出したツイートを分類する. 複
数の手法でイベント分類評価の比較を行った結果, 分
類精度，処理速度ともにランダムフォレストが優れて
いることがわかっている [6].

表 1にイベント情報のデータベースの例を示す.
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表 1: Event Table (一部省略)

Event Name Place Start date End date

ウルトラマンフェスティバル 2018 サンシャインシティ 2018/07/20 2018/07/31
「自由が丘スイーツフェスタ 2018 Retro Fes,」 目黒区自由が丘… 2018/05/06 2018/05/06

第十一回 銀座柳まつり 銀座 2018/05/05 2018/05/05
あしたのジョー展 東京ソラマチ 2018/04/28 2018/05/06

4. 配信準備

(1). ユーザに提供する情報を整理

(2). 提供する情報の優先順位付け

実際に運行されているリムジンバスと観光バスのルー
トに基づいて,ユーザの移動方向を考慮した順位付け
を行う. 順位付けの詳細については, [8]で議論されて
いる.

(3). 提供する情報を複数言語に翻訳

インバウンドに対応するため,整理した情報を情報通
信研究機構が開発した自動翻訳エンジン「みんなの自
動翻訳＠ TexTra」[7]を使用し,複数言語に翻訳する.

3. 評価
本節では, 従来の手法であるWebサイトからの情報取

得に比べ, 本手法を用いることでどれくらいのイベントが
取得できるか検証を行う.

従来手法には, 有名イベント情報サイトである,

”Walker+” を用いた. 評価は, 2018年 7月 14日から 2018

年 7月 18日の 5日間に,”渋谷”,”新宿”,”池袋”,”お台場”の
4箇所で開催されたイベントを対象として行った. 実験デー
タには 2018年 6月 1日から 2018年 7月 18日に収集した
ツイートを用いている.

従来手法であるWebサイトだけを用いたイベント情報
の取得結果と本手法を合わせて用いた場合の取得結果の比
較を図 2に示す.

グラフから分かる通り, 提案手法を用いることで取得可
能なイベント情報はどの日付,どの地域においても増加す
る. ”Odaiba”では, 他の地域に比べて増加率は低い結果と
なったが, これは, お台場には有名観光スポットが多く, そ
のような場所で開催されるイベントは, そのスポットの公
式アカウントからツイートされることが多いため場所に関
する情報の記載がないこと, そのイベントのWebページ
が作成されていてWebページに誘導することで詳細な情
報を提供する場合が多いことが原因である. このような場
合に関しては, Walker+などのサイトで頻出するスポット
を学習し, ツイートをクロールする際のキーワードに含め
ること, ツイート中に記載されているURL先のWebペー
ジも解析することで提案システムにおいても対応できる.

4. おわりに
本稿では, 旅行者などの時間とともに移動していく人に

有用な情報を Twitterから抽出し,インバウンド対応のタ
イムリーな情報提示手法を提案した. また, 既存の情報配
信手段との比較による評価を行った.

渋谷 新宿

池袋 お台場

図 2: Number of collecting
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